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サ イエ ンスにおける私 にとっての 日本語

東原和成

昭和が終った年,バ ブル絶頂期目前の時代,筆 者は学

部卒業後す ぐに米国の大学院に留学した.そ のころは,

インターネ ットもなく,よ うや くコンピュータが普及 し

だしたころであり,唯 一,日 本語の活字にふれることが

できる場所は図書館の新聞コーナーだけで,そ こは同時

に,留 学中の 日本人 との“出会いサイ ト”で もあった.

その7年 後,米 国留学に終止符を打ち帰国した.い ろい

ろな人になぜ米国に残 らなかったのかと聞かれた.あ る

確固たる意思があって帰ってきたのだが,ど んな理由も

どこか自分のなかの本当の理由とは違うような気が して

いた.そ んななか,最 近,や は り米国生活が長かった数

学者の藤原正彦氏が出 した本 『国家の品格』(新潮社,

2005)の なか に,筆 者の心の奥底 に眠っていた日本 に帰

国 した本当の理由がまさに適確 に表現 されているのを発

見した.そ れは,“論理より情緒,民 主主義より武士道,

英語 より国語”という視点である.

筆者は,日 本の大学では体育会でテニスばっか りやっ

ていてろくに勉強をしなかったので,ほ とんどの知識を

米国の大学院で得た.す ると,英 語で覚えた知識を使っ

て英語で考えるよう必然的になっていたのだが,ボ ス ド

クの生活 も終盤にさしかか り,米 国で独立するか日本に

帰国するか悩み,自 分の将来的な研究の方向性を考えて

いたころ,高 度で複雑な考えをしようとすると,自 分の

英語思考回路があるところで止 まって しまうことにふと

気づいた.外 国語としての英語力の限界である.そ こで,

日本語で考えようとしたところ,科 学単語 を英語で覚え

ているので日本語でも考え られないというジレンマには

まってしまったのである,こ れはどちらか選ばないと自

分を失うと思い,そ して,選 んだ国語は母国語である日

本語である.― 外国語よ り母国語―

もっとも,サ イエ ンスの共通語は英語だから,英 語力

が勝負であることは当然である.そ のためにラボの公用

語は英語としている 日本の研究室 もあると聞 く.し か

し,米 国内ならまだしも,わ が国でサイエ ンティス トを

育成するためには,そ のような方針は逆効果であると思

う.筆 者は,米 国大学院の経験:者だし,某 英会話本など

を出しているので,「先生のところでは,修 士論文は英

語で書かせて英語教育をしているのでしょうね」 とよく

いわれるが,そ んなことはな く,英 語で書きたいという

学生にも修士論文は日本語で書かせて,真 っ黒になる く

らい添削をする.日 本語のできない 日本人に英語なんて

できっこない.も ちろん,母 国語を英語 とする米国人の

なか にもち ゃん とした英語が書けない人がた くさんい

て,米 国人でも論文をEnglish editing(英 語添削)に 出

すくらいだ.サ イエ ンス英語は論理性が大事だが,母 国

語である日本語をきちんと書けて,母 国語できちんと話

せて,は じめて美しい英語の論文が書けたりディスカッ

ションで きたりするのだと思 う.― 語学力は国語カ―

10年 ほど前までは,数 週 間に最低1日 は図書館にこ

もり,ジ ャーナルを読み,必 要な文献をコピーするとい

う作業を必ず していた.い まはインターネットを通 じて

自分のコンピュータにいつでも論文をダウンロー ドする

ことができるが,自 分の領域の論文,す なわち,キ ーワ

ー ド検索でひっかかってくる論文だけしかみない.図 書

館通いの時代は,す ぐとな りの論文をみて偶然にアイデ

アが浮かんだ り,と きには普段手にとらない雑誌をちら

ちらみることによって自分の興味が広がったりして視野

が広がるときが多々あった.イ ンターネット・コンピュ

ー タ時代で失ったもの,そ れは,活 字 を読み,想 像力を

はた らかせ,自 分で考えるプロセスではないか と思 う.

印刷された活字を読むの と,コ ンピュータ画面上で字を
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読むのでは,使 う思考回路はまった く違 う.文 章の校正

をするときに,液 晶画面上では気がつかない誤字をプリ

ン トアウ トしてはじめて気づいた経験 をもっている人も

多いだろう.― 液晶より活字―

最近,ノ ー トをとることが苦手な大学生が増えたと聞

く.コ ンピュー タ時代 の負の産物 とも考えられるが,ど

うも講義体系の変化が原因ではないかと思 う.一 昔前 ま

では,プ リントを補助資料 として板書で講義をした.い

まは学生からの評判 もいいためか,パ ワーポイントで講

義をする場合が多い.板 書の講義では,聞 くほうも能動

的に頭 をはたらかせなが らノー トをとる.一 方,パ ワー

ポイントによる講義は,綺 麗にアニメーションもで きる

ので視覚的にわか りやすいことは確かだが,聞 くほうは

受動的に しか頭 をはたらかせない.汚 い字の板書を読み

解 くために想像力をはた らかせてノー トをとり,先 生の

まとま りのない言葉 を自分の言葉 に落 とす作業は,一

見,効 率が悪いようで,実 は,論 理的な思考の育成に役

にたっていたのではないか と感 じる.講 義が面白 くなっ

たことによって想像力の育みが失われるとはなんとも皮

肉なことではないか.こ こでも失われつつある活字のパ

ワーを感じざるをえない.― パワーポイン トより板書―,

という筆者も去年 くらいか らついパワーポイントに頼 り

がちでよ くないと思っているのだが.

さて,米 国にいたときに,米 国にはなくて日本にある

ものでとてもいいなと思ったのは,母 国語の一般科学雑

誌が多 くある ということである.『 ニュー トン』な ど一

般市民や中高校生向けの科学雑誌から,い わゆる 『蛋白

質 核酸 酵素』を代表とする研究者向けの雑誌まで,様 々

なレベルの科学雑誌がたくさんある.米 国では, Scientific

 American (日本語版:日 経サイエ ンス)が それに相当する

が,わ が国のように母国語で書かれた科学雑誌がたくさ

んあって,そ れ らを読むだけで様々な分野の最先端を知

ることがで きる国はほかにないと思 う.も ちろん,英 語

総説を読めばいい じゃないか という意見 もあると思 う

が,母 国語でしか伝わ らないニュアンスというものがあ

り,筆 者も日本語で執筆するときは英語では表わせない

ような母国語の力をふんだんに織 り込むように心がけて

いる.そ して,こ れらの科学雑誌を読んで,多 くの学生

がサイエ ンスに夢 を感 じてこの世界 に入ってくる.ま

た,新 進気鋭の若い研究者の存在 にも気づ くことがあ

る.そ して,な によりも活字にすること,活 字を読むこ

と,そ のプロセスをつ うじて駆け出しの大学院生が想像

力を膨 らませる.一 昔 と違って,ブ ログなどで意見をリ

アルタイムで発信で きる現代 において,わ れわれは活字

として印字される文章を読むことによる脳への影響力の

多大 さを再確認するべ きである.逆 にいえば,活 字 とし

て情報や知見を発信する出版社側 も,実 はとても責任が

ある立場 にいるということを再認識する必要 もある.

米国の図書館の隅で 日本語の新聞を読み,英 語で飽和

した頭が癒され,そ の喜びのなかに自由な発想が育まれ

たころを思い出しては,い ま,活 字離れが進む現代 に,

活字の大切 さを思 う.筆 者にとっての米国大学院留学 と

いうものは,美 しい日本語 と国語の大切 さの再確認の き

っかけであ り,武 士道的発想で欧米に英語論文を発信 し

ていきたいという,眠 っていた日本人魂をよび起こした

ものであった.も し,も う一度大学院生をするとした ら

日本 と米国のどっちを選ぶ?と 聞かれたら,間 違いな く

また米国を選ぶだろう.た だ,帰 国という選択肢は自分

のなかのアイデ ンティティの置き場所 を模索 した結果で

ある.現 在,捏 造などで問題になっているサイエ ンティ

ス トとしての品格の低下を危惧しながら,も っと大事な

ものが,イ ンターネットの時代,活 字離れによって失わ

れつつあるのではと心配になる今 日このごろである.

(美 しい 日本語の活字を半世紀 に渡 って印字 しつづ けて

きた 『蛋白質 核酸 酵素』の50周 年記念特集に寄せて,

2006年5月22日)

追記:実 は,執 筆テーマは“過去”“現在”“将来”“自由題”

のいずれかを選択ということであったが,過 去や将来を

語れるほど研究者として確立していないし,一 匹狼とし

てい まだ不安定な立場で現在を語るほど余裕はない.そ

こで,英 語英語 とうるさい世の喧騒のなか最近切に思 う

国語力について書いたところ,結 果的に自分の過去やい

まの話になってしまった.一 方で,研 究についてなにも

語れていない.東 原ってなにをやっているどこの何者?

という方 も多い と思 うが,『 生化学』2005年12月 号 に
“多事争論”的な執筆 をしたので

,参 考にしていただき

たい.図 書館にいくのが面倒 くさいという現代人は,“別

刷 希 望 ”と, touhara@k.u-tokyo.ac.jpま で.ま た,ホ ー

ム ペ ー ジ を参 照 され た い.
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